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羅1貯｝鰹1，☆☆◇・r扇轟耀灘灘螺讐辮　
「

”』 生児仮死や重症黄疸，低栄養等純然どした分娩や児 r’』 相関係数め計算　　　　魂

1に関銘晦f姻祇・瞬善の原因とし1て麹ll％とbの棚係数rめは以下み義麟旗（五対あ

吻諦麺噸←識禦購雌磯茎麟るも湾糎窟麺（ゆ）』鮮・憾） r寧嫉こ碓に
庸峰療興わたる勲麟靱7この騨愉旦暫・llρいてaの私鴨 獅凝れぞれ鮮襯・｝ヌゆ
う棚轄曙可逆性φ靴考泌、と・郷鷺えら甑．三のそれらをTb恩Sbゴ雌わす・曳1触bとめ共変動

妻麟轟驚蟹齢麹譲薯1酒b商轡藤脅嚇幾物

当麟鵬部で碗鰯を追う勲顔零1紳願麟が生起蜘鐡醐1が螂御
鞭卿・Q柵蝉べて為奪鰍嬢鑑欝騨簿灘謙難1
垂魏翻購瀧灘麟霧長掌警b礁脚㈱関係の鶴糠鄭頻・

で，標本の偏よりや多少の病的異常値があっでも，曝と笠 ⇒」Qもi之二は愛研式乳幼児精神発達検査⑨の値の麟だあ

緒打ぢ消繍てしま潮轍沸・て・1そ姻弾隅が馳麺ま吻3年に牛島碗 麟要惣静より1

分析風鯉き
．、

諮響』：・ 饗 』 ．幣輝醗濾もり1で鍋る1融糖ζ磯簾醐さ姫
・・ レ』“

痴▽：昭・∫r☆諏 灘霧鳶艦論鷲麟灘離
　①対象と相関を求めた新生児期の因子 　　　検査項目が中心に塗っており，幼児期になると記鳳思
　当院保健指導部を3才前後に健康診断の為に・曜和50　考・ 言誰專のぎう壕知的能力に関℃た検査項目沸中谷に’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1総鯉朔鯵顛瞬腿麗惚6郡る鴉訟Pし
とした謹の児の新甥柳嫌騰燈出生時体愈齢k螂繊・Q｛⑳欄値齢瞬92，と承㌔聯即

麓磐蕨麟譜藷盤馨雛甥纒欝欝享躍遷灘雛毫』
犠茜鏡凝瓢欝灘1諺諜1羅鐘騰爾編蹄鰹零響鰍

撫難、羅灘響難翻ぎ灘募獣灘灘継，撫編』
球鵜とき、で，3才前勲D・Q禰噸騰鵜》1㌔．鍾縄ビ蝋饗・その即繁陛跳軸填◇
索した。 当院では出生直後より小児科医が新生児を観察 ．・ の相関は＋0・12～0・ 14・3日 目（コ｝、ク北翫L値義．111∫∴
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ケ月時赤血球数との相関は＋0。15～0．20である。従って

欝警禦卿o’1位あ難騨ゑ蟹騰

　皿結　　果

　調査対象の内容及び結果は第1表の通りである。妊娠

週数，出生時体重，出生時身畏，3日目や5日目のビリ

ノレビ殖卿騨町岡騨ま1⑰騨曝低郷

．母の年令とD。Q，とは開らかな相関は示さなかった。正

辺榊幡睦4罪Q母乳の嚇し量（当院では生微
白間ほほ1εんiど全部母乳を投与している）、とApgar指

数，負の相関を示した最高呼吸数，及びブドウ糖開始（

・三飢餓時間）から母乳開始までの時間の4つとD．Q．との

相関係数や危険率の結果は第2衷の通りで，危険率2～

　5％で無相関という仮説は否定された。

第1表新生児期の状態とD．Q，との相関関係

　　　1㌧一．r二』》i』

・例数・塑開遜教・ 判〔牢、

D。　Q．
例
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‘　　』　♪㌔ F

妊・娠’ 週・ き09

〃「、

　　　　「　　　『

め＋O．041土0．057

十σ．064±α057

3日目ビリ，）レ ビソ r308F
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　　　　　　　〃　　　クリット
5日』目ビリ’ル、ごγ　273」
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　　・1・クリッ凡臥
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　・〃　レ

　　　　　　　■
ク

癒067士0，0571ほ｝撫相関

LO。053±0．057　（窪）

＋0・00卑≠ρ・ρ61ほぽ無相関

rO・0＄証0し06エ （翻

飢 ｝餓 時『1商』

母乳開始まその 1・

　・潟・こー，時間　 rO・065士0・057

母乳開始時間
　・一飢餓蒔間二』ク　rQ江玲‡0・

057

最：・低
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・へ ・8bか1＋〇一〇14壬0∈b57
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　3113±4209』L・
・」r gi2＝ヒ1．・8q血・　一

　　7・9士9禦解

　　61士7％
　工Oユ±3．3㎎／dJ

　　 5き士6驚r
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．”ド
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・55時間，（点灘姓直
　　　　後よ りあ「り）・
』90時間
．（点滴例でぎ　15時間1”
最高98時闇）

、60時間＿　0時間こ

ほ一ぼ無相関”37．7で1、、i 、33し．7で1

・正相関　・550皿♂ノ旦1摂畷／目・
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，一 藤他＝新生児期㊨状態の追跡調査

一㌦F 考　　　察’1

　D、Q，と下記の新生児期の因子との相興劃㌧賜下㊨よ

う｝諸郷批曼 疏、．I」1 ・醗鰍丞 ：韓 ご誼
、1 ①∫1騨掌！1 、顔隼時体取・二墨卑時身最〉♪叡警’，⇒

，；これ、わ、噂騨郷生ゆ瀬郷購機週力）解猷

．体電は1310gから4480g，身長は40．騨か、ら易4←｛輿⑫算．

囲では，D，Q．と相関はほとんご認められなかった。未

熟児の運動機能の発育には輪修盛行なえ轍熟児≧

潮ま細力翫鞭興下鴛精雌轡峰勲低下
揮見ら熱駒ξ¢》報告§〕頒聯寺式分析的発達検査！礁去竺

、躍P妬EP瑚神擁雑、を膿 レ蟄て1嵯独』
セ
嶢艮省璽、筆≧ぜ致し頂》る軌妊娠・28・週似後で，．二雌瑛

13gq呂以＃塑， 常識的蜥生児ρ養繰す牲ばう『汰き
rく なつてかちの舜乙yQ、解嫡念葛影響を与癒聖y）だろう二ζ

　②　生後3日目，5日目の黄痙　ラゴ啓ポ、…ざ1砿・渇ト

　当院の出生で3日目の総ピリルビン値が15㎎／d4以下，

　5日目の総ビリルビジ磧ぶ驚萄dJ以下の範瞬ではD．

Qンと相関セま瞬と蔵ど認められ帯がムだ。：新生児の大部

分が一過性の臨床的黄疸を呈するが，』成熟児セ；おいズは

何ら後過耀を穣す事な1く経過する蛮ゆら微艮性饗彩生児

生理的黄疸と斌わ熱二て避逐％，わ塑国で鉢デ応成熟児で

健や取ヒ続％溝度1抵漿喋イ4そ以風を箕1常鮮ンき二 藁解イdJ、以

上を高ビリルビソ血症珈ξ呼ばれる蛮ギ多い。新生堤期

20乍25饗〆4．位の高ゴ幽Z曜×の持続時間や強さ重’～又は

鍾耳感β《結合ンiレ葵ル3｛置ダルザ嫉に：対すiる漢馨grY亀

・即umi血、bi血ding・capadt蹴餌才i7離な！叔から

め会謡卜貫甑学習障害を多栓すぞ瑛にな剤鴉，ξ しか（b

原因不明のいわゆう高ビ血症の予後につ憾ては壱IBj匿e・

：翼坦讐員9も運鍍隅動卿亀取聡畷録ま・，〔成熟児のレ倉わゆる

高ピ血症にgい魚は唾と1んゼ障魯を残煮な硫もの頂ある

ξと輝騰腕鞭⑳調査眼1れ細儲亡琢・し・

、礁鱗惣窮鱒隅璽蝉卿開は藩瓢蜘
．てからのD．Q．には余り影響を与えない匙結綿斉器る。

　、③購愈叫ヲ 争皿葬ぐ｝F・入・r 冨r ：X艀くン』、Illi融憩1
　　3日目や5日目φ念一てしト1客、坂牝杢詑葛ヶ潟時！のホ邸球

　数のみ頂はD㌦Q”と砥隅無相関で萄ある．が彊曳、ずれ適相関

孫数嫉象で海り髪以総創的に為頂負相闘の源「能性参庫齢。

　ヌ，いずれもD，Q．99以下の群の方が，p，Q．工“P以上

、1僻岬騨羅力1蘇砺飾1契鐙唖客伽暗
　均値よりのへだたりとD，Q．との相関をとって．卑多潅危、．

　陰璽竣多で漁ρ相関がある。．こ簸わρ結果は会搾黛マ1丸

、’ リット値が高いとD，似が悪舜なワやす恥礁を丞レて

　齢るδ5流脚貫（：rぞJiヒ〔プ涙 ドニ（、・マし1・｝ ハニ1 『〉駒鍔（）∫最

r新生児頂は環過悔瞬多血性の項1液濃縮がみら塾“ひ席

トクリット値（Ht値）拶甥驚碗鰻・母順7吻
以上の高Ht血症の症例はS　F　D，鷲蕪中嘩蚤ll多胎に

勢“3，概蘇9遮簿騨斎勢麺甥羅静血
欝顯嘩購鯵蟹潔黙継糟響連り灘り
開糞で贈箔曇空㊨熈燐行饗・9 荏津窯＝照多窮鱒翼開

届稗鉢「う騒違挙解隙琳興欝タ ：P発翠摺勲ミ興噸肉

ll歌乾樋・娩驚嬰1喪奪甲曾搬誇些亨烈駄渦諺）

薄値7聯越レ嫌α毒ゆ釧gq以蝋は工働
な卿焔戯Q∫g鋤下の群恩撫鋤㈱例もあ？齢
、二，れ雌険率畷瞭鳳、9999爆下の群に躍㌻蝉

換鍛鯛訟奄、∫恥6彫値鵬り多嘩燦対し鐸
血煮ブ・ラズヌ輸漢奪貨な於1慎鮎値歌β9％堪丁鱒下げう

宰象李換輸血の適塔よ参う撰な塵豆翌座蔦ミ！1皿痒をま5喜　

獺麟鰍す硝樋き靴の鮪モ9陣魏鍬茜
壌り∫耳t値ρ時1タき塾二を下ぜ妻旗参良》）か遇i㌧れなy♪寧

ル勘㌻・∫高茸型 偉が毅i娠勘の励の悪犀で 2迭駒匹なや湊

，もφで，、庫羨耳息値ウ沸レ磁鱒P・魚低下ゆネ結ぴ2か

欝噸キ神y蹴獅く』fし孟＝F ，茗羅ご’ノ」融繊・1：1

　④飢餓時間，母乳開蛉までの時間　（、、5五獣、1

　出生からブドウ糖水投与開蝉ま吏㊨飢餓時閥疎び弱出

生か1ら母乳開始箇で‘嚇噴ゆ忘愈」之④粗瞬そ蹴なか

：ゐな。1ゴニしカ≧レ‘き》オ評セ糖丞開始時刻力考ら爆乳闘始ま潅ρ

時間とD⑨と館趣覇豚鯉相関が漸麹が
蠣醐嚇勘蜷鋼燧勲㈱均騨剛期’
ク例炎全て満期産男）♪で捻》嬉¢）平麹がβ駿餐錫時間以

鷲q2例駕P勲聯菰♀亀9rで弥；楓鰍率賜
賄意の鋤！樋る硝嘩卿期嘔陣職馳導Lの噸
が延長電やすやρ薫；く当院で燃母乳分泌り悪恥母9児嫡

もらい搾乳を与える為葭味舷糖本開嫡か争母乳開始ま

での時間は長くならない。），初期嘔些鱗レ1郷さ％動

津簿K執裂舷シ・願解あ瀞セ磁ゑ61P鱒§が脳畢

爵瞳提唱ニレ～｝勲勢鮎飛鯵塑脚鍵鱒瞭塵顔華晦碧

捧鴫羨塾漁9紳難麹矛卿聾轡沸わ惣蹴’ゑ9蟻を

倉併療？冷蟹Φ準毒嬬1琢璃坦㊨呈親麟が誰硯尋鋒

．購要蜂貿毫黒蕉レ磯景存樋堕，9戒鰭！N当酵憩

勲途輝愈寒癒塀響鋤鞭螺嘩開飾衡躯興モ
．蟻、蜘輝糊蟹蝕て嫉無塁墜趨嘩鰯愚勲奉
対鰭嬉突毫拠惣騨毎繋腿墜南激9轡
弊期響を黛苑韓嫉解畜蓼麟．ご1溝1 』』：111｝堺1’隅
　　　　　　　　　　　　　計・『い、．＝．、』、lrl・）、』（ご・傷

二．㌃τナ過聾¢》寒冷障害建綱胞癖鰭∫P抑制揮不戴遡錘変化嬉

陥らな規限り…鐘切な摯罫鰻ψ第全騒回媒亥う嘉多漆

爆岬・旗だ煽適麟熱紛痒抹嬉勲嘩
温瞳騨郷騨を燃資、挫勿抵鱒態1鞍騨
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生した児の示した最低体温34ん37℃の範囲ではD．Q．と

響脇議震麹西
轍4 鴫こ嫡瞬乳を良轍む兇跡な りよく飲
蓼よ うゆるが・碑母乳ゐ餌≒防Q・とは鰍率5
％で正の相関があった。・早産や点滴例を除く294例のう

ち生後4日目の哺乳量200磁1日未溝あ児33碗の平均D．

Q，ば87』1鋪乳珪260血垢以上の励6画碑均D．Q、はio

O．1で， これは危険率10，01％で有意の差があらた。薪生

．児の即臆お醗な鮪増酔瀬rdゴの分化が行な
われている為1この時期に高度な栄養障害に陥るとロeu

τoムの生成や発達が抑制されるず栄爽障害比陥る状況と

しては高度な未熟性，奇形や様々嶽消化器疾患があげら

れ‘る渉， 完全な脳発達を全うさせる為亭ごは適正な栄養補

給にも注意しなければならない捌。 しがし，1・1）」Q． の低

めめ児ほ新生児期比哺乳力抵』ドがあるとも考えられ，た

だ哺乳力の弱》・新生児は D．Qlが悪く絵り奄サい傾向が

あるどしかいえない』　（当院では母乳不是な』ら， もら》・

搾乳を投与しているので，哺乳力があれば母乳ゐ哺乳量

は増える。）

　⑦最高呼吸数　　 ．』 斗　 ㌧ か

　・正常rな新生児の呼吸は呼吸数35ん55／分で，1平均40／分

である♂出生直後に60～70／分 の多呼吸があ・っても，数

時間以内に40扮 前後に落着けば異常1と；い気・ない19，。

又，当院その呼吸数の測定で最高め値は滞泣時の事もあ

り・ それを除外しようどはしたが，∫・そめ為に誤差や偏よ

りが生じたがも・しれず（例えぱDl　Q｝99似下め群とD．

・Q400 以上の群で相闘係数の値ガ：大部異嬢るも）最高呼

吸数どDl・Q、1とは負の相関があると結果がでたがド必ず

・しも信頼できないよ・うに思われる5 多』、詰1：、

・1＠l　A窟瞬』指数　　』　』…聖 ・・＝・マ・＞；ヒ，・1
：．、

一二 院で歯生℃た児め A露ar指数1・2がら1工Oゐ範曲

でA幽贈数と・b．Q，とは正の潮をく斑だ♂IApgar

雛1場翅．9伽坪均凶1が鴫1＝1憩止の湘

1律沸晩が99・0すご叡ま危解脇で擁磯
麺轡、鱒・甥下卿死醜瞬幽しズ脳聯
痔や翼Bマ等押経学的後遺痘碧残す頻度が増1ず5又精

親解彰勲妙った麹爵児賄碗たD・o・
は対照群に比し丁仮死群に低V・傾向がおったどの報告20，，

出生時に仮死と診断されたものみ9．14％が神経牽的障害

（C・P・，epi等）又は精神発達障害を残じ七お顔1ぞの約

3／鍬紘蹴を伴ならているが，』後障書を残さながった
者畑ま・b、’φi』き6以下はなカ・ら たと・磁告2i，1．、暁na士6n

二ぢも仮死群た1導Q≧7b以下が多いと・述べている報告物

奪〆普曉の岳果芝」致する5逆1ごこれちの審ほ，奇回の

相関係数を用いた方法論が正しい瑛も示していると思わ

れる。　　　　　　　　　　　　1』

　⑨1母の年令

　当院で分娩した母の年令19才から42才までの範囲セ

は，母の年令とDごQlとの相関はほとんど認められなか

づた6又， 両親の年令とS　F　bの間にも相関関係ほない

との報告もある7㌧』

　V1 ．要　　　約

　主に健康児を対象とした当院セの出生児に関して，P新

生児期の釈態とその児が3才前後になって示したb。Qし

1との相蘭関係を調査し1た。D」（臥が悪 くなる傾向めある

要因として㊨高ヘマ』トクリヅト血症，④初期嘔吐，1⑥哺

乳力低下， ⑤娼生時仮死があげられた。・D．Q．と関係の

なさそちな要因として①妊娠週数 ①出生時体重，①出

生時身長，②黄疸，④飢餓時間，⑤最低体温，⑨母の年

令等があげられた。
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